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（１） 【下水道事業】

① 経営戦略の投資・財政計画について
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資料１

② 下水道ビジョンについて



前回の審議会では・・・
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見直し方針（令和５年度実施）
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１. 経営戦略の投資・財政計画について

１.１ 投資・財政計画（試算）

１.２ 適正な使用料のあり方
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１. 経営戦略の投資・財政計画について
１.１ 投資・財政計画（投資試算・財源試算）
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行政人口、処理区域内人口、接続人口



１. 経営戦略の投資・財政計画について
１.１ 投資・財政計画（投資試算・財源試算）
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下水道使用料の推移（現行の使用料体系）

計画期間（R6～15）



１. 経営戦略の投資・財政計画について
１.１ 投資・財政計画（投資試算・財源試算）

6

建設改良費（支出）

【面整備】
概ね完了

【広域化・共同化】
農集統合

【老朽化対策】
供用開始後

50年近く経過する
施設が増加

【老朽化対策】
広美中継ポンプ場
電気設備更新

計画期間（R6～15）



１. 経営戦略の投資・財政計画について
１.１ 投資・財政計画（投資試算・財源試算）

7

収益的収支

計画期間（R6～15）



１. 経営戦略の投資・財政計画について
１.１ 投資・財政計画（投資試算・財源試算）

8

資本的収支

【老朽化対策】
供用開始後

50年近く経過する
施設が増加

【老朽化対策】
広美中継ポンプ場
電気設備更新

計画期間（R6～15）



１. 経営戦略の投資・財政計画について
１.１ 投資・財政計画（投資試算・財源試算）

9

一般会計繰入金（現行の使用料体系）

計画期間（R6～15）



１. 経営戦略の投資・財政計画について
１.１ 投資・財政計画（投資試算・財源試算）

10

収支ギャップ（現行の使用料体系）

（収益的収支、資本的収支の合計）

計画期間（R6～15）



１. 経営戦略の投資・財政計画について
１.１ 投資・財政計画（投資試算・財源試算）
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収支ギャップ（現行の使用料体系）

計画期間（R6～15）



１. 経営戦略の投資・財政計画について

１.１ 投資・財政計画（試算）

１.２ 適正な使用料のあり方
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１. 経営戦略の投資・財政計画について
１.２ 適正な使用料のあり方

現行の使用料体系

種別 区分 料金（税抜）

基本使用料 使用者ごと ９００円

従量使用料

２０㎥以下 ３５円

２０㎥を超え４０㎥以下 ７０円

一般汚水 １㎥につき
４０㎥を超え６０㎥以下 ９５円

６０㎥を超え１００㎥以下 １２５円

１００㎥を超え１,０００㎥以下 １５０円

１,００１㎥以上 １８０円

公衆浴場汚水 １㎥につき ７０円

臨時汚水 １㎥につき １５０円

２ヶ月あたり
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１. 経営戦略の投資・財政計画について
１.２ 適正な使用料のあり方

使用料の計算方法（２ヶ月あたり）

使用水量
(㎥)

基本
使用料
(円・税抜)

従量使用料(円・税抜) 合計
(円・税抜)

合計
(円・税込)～20 ～40 ～60 ～100 ～1,000 1,000～

10 900 350 0 0 0 0 0 350 1,250 1,375

20 900 700 0 0 0 0 0 700 1,600 1,760

30 900 700 700 0 0 0 0 1,400 2,300 2,530

40 900 700 1,400 0 0 0 0 2,100 3,000 3,300

50 900 700 1,400 950 0 0 0 3,050 3,950 4,345

60 900 700 1,400 1,900 0 0 0 4,000 4,900 5,390

100 900 700 1,400 1,900 5,000 0 0 9,000 9,900 10,890

500 900 700 1,400 1,900 5,000 60,000 0 69,000 69,900 76,890

1,500 900 700 1,400 1,900 5,000 135,000 90,000 234,000 234,900 258,390
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１. 経営戦略の投資・財政計画について
１.２ 適正な使用料のあり方

使用料収入及び件数の分布
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１. 経営戦略の投資・財政計画について
１.２ 適正な使用料のあり方
使用料対象経費の分解

基本使用料と従量使用料の対象となる経費の範囲

使用料対象経費（汚水処理費）の分解（令和４年度）

区分
汚水
処理費
(百万円)

構成比 区分
令和４年度実績

使用料
(百万円)

構成比

固
定
的
経
費

需要家
費 51

70%

2%
基
本
使
用
料

353 24%

固定費 1,516 68%

不足分

従
量
使
用
料

1,109 76%

変
動
的
経
費

変動費 668 30%

不足分

計 2,235 100% 計 1,462 100%



１. 経営戦略の投資・財政計画について
１.２ 適正な使用料のあり方

17

令和４年度実績

有収水量 Ａ 15,210 千㎥

使用料収益 Ｂ 1,462 百万円

使用料単価 Ｂ／Ａ 96.1 円／㎥

汚水処理費 Ｃ 2,235 百万円

汚水処理原価 Ｃ／Ａ 147.0 円／㎥

経費回収率 Ｂ／Ｃ 65.4 ％
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１. 経営戦略の投資・財政計画について
１.２ 適正な使用料のあり方
（１）使用料改定の段階について

•

（２）使用料体系の考え方について
•

•

•

•

•

•

•

•

留意事項
•
•
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１. 経営戦略の投資・財政計画について
１.２ 適正な使用料のあり方

使用料の改定による経費回収率向上のイメージ

経費回収率80％

経費回収率90％

経費回収率100％
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１. 経営戦略の投資・財政計画について
１.２ 適正な使用料のあり方
経費回収率約８０％の改定イメージ ①

区分 現行 改定例 差額 改定率

基本使用料 900 1,200 +300 133.3%

従量使
用料

~20 35 50 +15 142.9%

~40 70 85 +15 121.4%

~60 95 110 +15 115.8%

~100 125 140 +15 112.0%

~1000 150 165 +15 110.0%

1000~ 180 195 +15 108.3%

（１）料金体系（２ヶ月）

使用水量
(㎥) 現行 改定後 差額 改定率

10 1,375 1,870 +495 136.0%

20 1,760 2,420 +660 137.5%

30 2,530 3,355 +825 132.6%

40 3,300 4,290 +990 130.0%

50 4,345 5,500 +1,155 126.6%

60 5,390 6,710 +1,320 124.5%

70 6,765 8,250 +1,485 122.0%

80 8,140 9,790 +1,650 120.3%

90 9,515 11,330 +1,815 119.1%

100 10,890 12,870 +1,980 118.2%

150 19,140 21,945 +2,805 114.7%

200 27,390 31,020 +3,630 113.3%

300 43,890 49,170 +5,280 112.0%

400 60,390 67,320 +6,930 111.5%

500 76,890 85,470 +8,580 111.2%

1,000 159,390 176,220 +16,830 110.6%

5,000 951,390 1,034,220 +82,830 108.7%

（２）料金早見表（２ヶ月）

（円・税抜）

（円・税込）
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１. 経営戦略の投資・財政計画について
１.２ 適正な使用料のあり方
経費回収率約８０％の改定イメージ ②

（１）料金体系（２ヶ月）

使用水量
(㎥) 現行 改定後 差額 改定率

10 1,375 1,760 +385 128.0%

20 1,760 2,200 +440 125.0%

30 2,530 3,135 +605 123.9%

40 3,300 4,070 +770 123.3%

50 4,345 5,335 +990 122.8%

60 5,390 6,600 +1,210 122.4%

70 6,765 8,250 +1,485 122.0%

80 8,140 9,900 +1,760 121.6%

90 9,515 11,550 +2,035 121.4%

100 10,890 13,200 +2,310 121.2%

150 19,140 23,100 +3,960 120.7%

200 27,390 33,000 +5,610 120.5%

300 43,890 52,800 +8,910 120.3%

400 60,390 72,600 +12,210 120.2%

500 76,890 92,400 +15,510 120.2%

1,000 159,390 191,400 +32,010 120.1%

5,000 951,390 1,137,400 +186,010 119.6%

（２）料金早見表（２ヶ月）

（円・税抜）

（円・税込）

区分 現行 改定例 差額 改定率

基本使用料 900 1,200 +300 133.3%

従量使
用料

~20 35 40 +5 114.3%

~40 70 85 +15 121.4%

~60 95 115 +20 121.1%

~100 125 150 +25 120.0%

~1000 150 180 +30 120.0%

1000~ 180 215 +35 119.4%
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１. 経営戦略の投資・財政計画について
１.２ 適正な使用料のあり方
経費回収率約８０％の改定イメージ ③

（１）料金体系（２ヶ月）

使用水量
(㎥) 現行 改定後 差額 改定率

10 1,375 1,815 +440 132.0%

20 1,760 2,310 +550 131.3%

30 2,530 3,245 +715 128.3%

40 3,300 4,180 +880 126.7%

50 4,345 5,390 +1,045 124.1%

60 5,390 6,600 +1,210 122.4%

70 6,765 8,195 +1,430 121.1%

80 8,140 9,790 +1,650 120.3%

90 9,515 11,385 +1,870 119.7%

100 10,890 12,980 +2,090 119.2%

150 19,140 22,330 +3,190 116.7%

200 27,390 31,680 +4,290 115.7%

300 43,890 50,380 +6,490 114.8%

400 60,390 69,080 +8,690 114.4%

500 76,890 87,780 +10,890 114.2%

1,000 159,390 181,280 +21,890 113.7%

5,000 951,390 1,061,280 +109,890 111.6%

（２）料金早見表（２ヶ月）

（円・税抜）

（円・税込）

区分 現行 改定例 差額 改定率

基本使用料 900 1,200 +300 133.3%

従量使
用料

~20 35 45 +10 128.6%

~40 70 85 +15 121.4%

~60 95 110 +15 115.8%

~100 125 145 +20 116.0%

~1000 150 170 +20 113.3%

1000~ 180 200 +20 111.1%
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１. 経営戦略の投資・財政計画について
１.２ 適正な使用料のあり方
経費回収率約９０％の改定イメージ ①

（１）料金体系（２ヶ月）

使用水量
(㎥) 現行 改定後 差額 改定率

10 1,375 2,035 +660 148.0%

20 1,760 2,750 +990 156.3%

30 2,530 3,850 +1,320 152.2%

40 3,300 4,950 +1,650 150.0%

50 4,345 6,325 +1,980 145.6%

60 5,390 7,700 +2,310 142.9%

70 6,765 9,405 +2,640 139.0%

80 8,140 11,110 +2,970 136.5%

90 9,515 12,815 +3,300 134.7%

100 10,890 14,520 +3,630 133.3%

150 19,140 24,420 +5,280 127.6%

200 27,390 34,320 +6,930 125.3%

300 43,890 54,120 +10,230 123.3%

400 60,390 73,920 +13,530 122.4%

500 76,890 93,720 +16,830 121.9%

1,000 159,390 192,720 +33,330 120.9%

5,000 951,390 1,116,720 +165,330 117.4%

（２）料金早見表（２ヶ月）

（円・税抜）

（円・税込）

区分 現行 改定例 差額 改定率

基本使用料 900 1,200 +300 133.3%

従量使
用料

~20 35 65 +30 185.7%

~40 70 100 +30 142.9%

~60 95 125 +30 131.6%

~100 125 155 +30 124.0%

~1000 150 180 +30 120.0%

1000~ 180 210 +30 116.7%
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１. 経営戦略の投資・財政計画について
１.２ 適正な使用料のあり方
経費回収率約９０％の改定イメージ ②

（１）料金体系（２ヶ月）

使用水量
(㎥) 現行 改定後 差額 改定率

10 1,375 1,870 +495 136.0%

20 1,760 2,420 +660 137.5%

30 2,530 3,520 +990 139.1%

40 3,300 4,620 +1,320 140.0%

50 4,345 6,105 +1,760 140.5%

60 5,390 7,590 +2,200 140.8%

70 6,765 9,515 +2,750 140.7%

80 8,140 11,440 +3,300 140.5%

90 9,515 13,365 +3,850 140.5%

100 10,890 15,290 +4,400 140.4%

150 19,140 26,840 +7,700 140.2%

200 27,390 38,390 +11,000 140.2%

300 43,890 61,490 +17,600 140.1%

400 60,390 84,590 +24,200 140.1%

500 76,890 107,690 +30,800 140.1%

1,000 159,390 223,190 +63,800 140.0%

5,000 951,390 1,323,190 +371,800 139.1%

（２）料金早見表（２ヶ月）

（円・税抜）

（円・税込）

区分 現行 改定例 差額 改定率

基本使用料 900 1,200 +300 133.3%

従量使
用料

~20 35 50 +15 142.9%

~40 70 100 +30 142.9%

~60 95 135 +40 142.1%

~100 125 175 +50 140.0%

~1000 150 210 +60 140.0%

1000~ 180 250 +70 138.9%
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１. 経営戦略の投資・財政計画について
１.２ 適正な使用料のあり方
経費回収率約９０％の改定イメージ ③

（１）料金体系（２ヶ月）

使用水量
(㎥) 現行 改定後 差額 改定率

10 1,375 1,925 +550 140.0%

20 1,760 2,530 +770 143.8%

30 2,530 3,630 +1,100 143.5%

40 3,300 4,730 +1,430 143.3%

50 4,345 6,160 +1,815 141.8%

60 5,390 7,590 +2,200 140.8%

70 6,765 9,405 +2,640 139.0%

80 8,140 11,220 +3,080 137.8%

90 9,515 13,035 +3,520 137.0%

100 10,890 14,850 +3,960 136.4%

150 19,140 25,575 +6,435 133.6%

200 27,390 36,300 +8,910 132.5%

300 43,890 57,750 +13,860 131.6%

400 60,390 79,200 +18,810 131.1%

500 76,890 100,650 +23,760 130.9%

1,000 159,390 207,900 +48,510 130.4%

5,000 951,390 1,219,900 +268,510 128.2%

（２）料金早見表（２ヶ月）

（円・税抜）

（円・税込）

区分 現行 改定例 差額 改定率

基本使用料 900 1,200 +300 133.3%

従量使
用料

~20 35 55 +20 157.1%

~40 70 100 +30 142.9%

~60 95 130 +35 136.8%

~100 125 165 +40 132.0%

~1000 150 195 +45 130.0%

1000~ 180 230 +50 127.8%
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１. 経営戦略の投資・財政計画について
１.２ 適正な使用料のあり方
経費回収率約１００％の改定イメージ ①

（１）料金体系（２ヶ月）

使用水量
(㎥) 現行 改定後 差額 改定率

10 1,375 2,200 +825 160.0%

20 1,760 3,080 +1,320 175.0%

30 2,530 4,345 +1,815 171.7%

40 3,300 5,610 +2,310 170.0%

50 4,345 7,150 +2,805 164.6%

60 5,390 8,690 +3,300 161.2%

70 6,765 10,560 +3,795 156.1%

80 8,140 12,430 +4,290 152.7%

90 9,515 14,300 +4,785 150.3%

100 10,890 16,170 +5,280 148.5%

150 19,140 26,895 +7,755 140.5%

200 27,390 37,620 +10,230 137.3%

300 43,890 59,070 +15,180 134.6%

400 60,390 80,520 +20,130 133.3%

500 76,890 101,970 +25,080 132.6%

1,000 159,390 209,220 +49,830 131.3%

5,000 951,390 1,199,220 +247,830 126.0%

（２）料金早見表（２ヶ月）

（円・税抜）

（円・税込）

区分 現行 改定例 差額 改定率

基本使用料 900 1,200 +300 133.3%

従量使
用料

~20 35 80 +45 228.6%

~40 70 115 +45 164.3%

~60 95 140 +45 147.4%

~100 125 170 +45 136.0%

~1000 150 195 +45 130.0%

1000~ 180 225 +45 125.0%
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１. 経営戦略の投資・財政計画について
１.２ 適正な使用料のあり方
経費回収率約１００％の改定イメージ ②

（１）料金体系（２ヶ月）

使用水量
(㎥) 現行 改定後 差額 改定率

10 1,375 1,925 +550 140.0%

20 1,760 2,530 +770 143.8%

30 2,530 3,795 +1,265 150.0%

40 3,300 5,060 +1,760 153.3%

50 4,345 6,765 +2,420 155.7%

60 5,390 8,470 +3,080 157.1%

70 6,765 10,725 +3,960 158.5%

80 8,140 12,980 +4,840 159.5%

90 9,515 15,235 +5,720 160.1%

100 10,890 17,490 +6,600 160.6%

150 19,140 30,965 +11,825 161.8%

200 27,390 44,440 +17,050 162.2%

300 43,890 71,390 +27,500 162.7%

400 60,390 98,340 +37,950 162.8%

500 76,890 125,290 +48,400 162.9%

1,000 159,390 260,040 +100,650 163.1%

5,000 951,390 1,536,040 +584,650 161.5%

（２）料金早見表（２ヶ月）

（円・税抜）

（円・税込）

区分 現行 改定例 差額 改定率

基本使用料 900 1,200 +300 133.3%

従量使
用料

~20 35 55 +20 157.1%

~40 70 115 +45 164.3%

~60 95 155 +60 163.2%

~100 125 205 +80 164.0%

~1000 150 245 +95 163.3%

1000~ 180 290 +110 161.1%
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１. 経営戦略の投資・財政計画について
１.２ 適正な使用料のあり方
経費回収率約１００％の改定イメージ ③

（１）料金体系（２ヶ月）

使用水量
(㎥) 現行 改定後 差額 改定率

10 1,375 2,035 +660 148.0%

20 1,760 2,750 +990 156.3%

30 2,530 4,015 +1,485 158.7%

40 3,300 5,280 +1,980 160.0%

50 4,345 6,875 +2,530 158.2%

60 5,390 8,470 +3,080 157.1%

70 6,765 10,505 +3,740 155.3%

80 8,140 12,540 +4,400 154.1%

90 9,515 14,575 +5,060 153.2%

100 10,890 16,610 +5,720 152.5%

150 19,140 28,710 +9,570 150.0%

200 27,390 40,810 +13,420 149.0%

300 43,890 65,010 +21,120 148.1%

400 60,390 89,210 +28,820 147.7%

500 76,890 113,410 +36,520 147.5%

1,000 159,390 234,410 +75,020 147.1%

5,000 951,390 1,356,410 +405,020 142.6%

（２）料金早見表（２ヶ月）

（円・税抜）

（円・税込）

区分 現行 改定例 差額 改定率

基本使用料 900 1,200 +300 133.3%

従量使
用料

~20 35 65 +30 185.7%

~40 70 115 +45 164.3%

~60 95 145 +50 152.6%

~100 125 185 +60 148.0%

~1000 150 220 +70 146.7%

1000~ 180 255 +75 141.7%



２. 下水道ビジョンについて

２.１ 公表用冊子の作成について

２.２ 公表用冊子内の構成について
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２. 下水道ビジョン
２.１ 公表用冊子の作成について
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２. 下水道ビジョン
２.１ 公表用冊子の作成について

表紙（案） 裏表紙（案）
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２. 下水道ビジョン
２.１ 公表用冊子の作成について

最終的な冊子のページ数や内容
によって、どういうことを記載する
かを決めたいと考えております。
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２. 下水道ビジョン
２.１ 公表用冊子の作成について



２. 下水道ビジョンについて

２.１ 公表用冊子の作成について

２.２ 公表用冊子内の構成について
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２. 下水道ビジョン
２.２ 公表用冊子内の構成について
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２. 下水道ビジョン
２.２ 公表用冊子内の構成について
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２. 下水道ビジョン
２.２ 公表用冊子内の構成について
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２. 下水道ビジョン
２.２ 公表用冊子内の構成について

冒頭に記載している、基本理念、基本方針
の内容について、さらに詳細を記載する
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２. 下水道ビジョン
２.２ 公表用冊子内の構成について

各取組では、現状、課題、
具体的な取組、目指すべき
指標に分けて整理します。
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２. 下水道ビジョン
２.２ 公表用冊子内の構成について
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２. 下水道ビジョン
２.２ 公表用冊子の内容について


